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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コルセットを装着した装着者の背面側に上下方向に沿って配置され、装着者の前屈動作
に応じて前記コルセットの締付力を調節するコルセット締付力調節具であって、
　上端部が装着者の身に付けた装着部材の上体に対応する部分の上部に取り付けられ、下
端部が装着者の臀部に対応する部分で下部取り付け部材に取り付けられる剛性及び弾性を
備えた１又は複数の作動体を備え、
　前記装着者の前屈動作に応じて、前記作動体が前記装着者の背面側を凹面として湾曲し
て前記装着者の腰部に対応する部分に隙間が形成され、前記作動体の前記隙間形成動作を
前記コルセットの締付力の調節に供することを特徴とするコルセット締付力調節具。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記作動体は、剛性及び弾性を備えた本体部と、前記本体部の上部に連設された伸縮性
部材製の伸縮部とを備え、前記伸縮部を前記装着部材に取り付けたことを特徴とするコル
セット締付力調節具。
【請求項３】
　請求項１及び２のいずれか１項において、
　前記作動体は、前記装着者の背部の中央を境にして幅方向左右に第１作動体と第２作動
体を対称に備えることを特徴とするコルセット締付力調節具。
【請求項４】
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　請求項１及び２のいずれか１項において、
　前記作動体は、２つの作動体を備え、双方の前記作動体を互いに右巻き又は左巻きに捩
じって一体化した構造とすることを特徴とするコルセット締付力調節具。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項において、
　前記作動体は、上端部から下端部に向かうに従って下端部側を前記装着者の背部の中央
から幅方向外側に向けて広がった形状に形成することを特徴とするコルセット締付力調節
具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、筋力を補助するコルセット、コルセット締付力調節具及び筋力補助装具に係
り、特に、作業負担及び長時間着用による腰への負担を軽減するのに好適なコルセット、
コルセット締付力調節具及び筋力補助装具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　作業者の前屈動作等に伴う作業時の負荷を軽減する作業補助装具が提案されている（特
許文献１）。この作業補助装具は、腰部に装着したコルセットの背面部に弾性及び剛性材
からなる腰部プロテクト板を一体構成し、腰部プロテクト板に上体前屈位姿勢からの姿勢
復元動作をサポートするための上体サポート板を一体に設けている。また、上体サポート
板は作業者が装着する背負バンドに取り付けられ、作業者の前屈姿勢からの復元動作をサ
ポートする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２８３４２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一般に、例えば作業者がコルセットを装着して重い荷物を持ち上げて移動する場合、コ
ルセットは腰を締め付けて腹筋を補助して腹圧を高め、腹部側の支えをしっかりとさせる
ことで、腰にかかる負担を軽減する。しかし、コルセットによって四六時中腰を保護する
と、腰周りの筋肉が衰えてしまい、筋肉組織自体が腰を支えることを忘れ、コルセットを
外したときに非常に腰が弱くなる可能性が高まる。このため、コルセットの使い過ぎは逆
に腰を痛めるおそれがある。
【０００５】
　そこで、本発明は、このような従来の技術の有する未解決の課題に着目してなされたも
のであって、作業負担及び長時間着用による腰への負担を軽減するのに好適なコルセット
、コルセット締付力調節具及び筋力補助装具を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　〔発明１〕　上記目的を達成するために、発明１のコルセットは、装着者の前屈動作に
応じて変形する作動体との連動により前記装着者の腰への締付力を調節する調節手段を備
える。
【０００７】
　〔発明２〕　さらに、発明２のコルセットは、帯状に形成され、装着者の腰回りに巻か
れ、左右両端部の右ベルト及び左ベルト同士が着脱自在に締結されるコルセットであって
、装着者の腰部に宛がわれる腰当部と、前記腰当部の右側と前記右ベルトとの間に設けら
れた伸縮性素材製の右締付力発生シートと、前記腰当部の左側と前記左ベルトとの間に設
けられた伸縮性素材製の左締付力発生シートと、前記腰当部の外側を前記右締付力発生シ
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ートから前記左締付力発生シートに向けて延びていて、前記右締付力発生シートの伸縮力
の反力を前記右ベルトとは反対側で受ける右締付力調節シートと、前記腰当部の外側を前
記左締付力発生シートから前記右締付力発生シートに向けて延びていて、前記左締付力発
生シートの伸縮力の反力を前記左ベルトとは反対側で受ける左締付力調節シートと、装着
者に装着した状態で前記腰当部の外側で前記右締付力調節シート及び前記左締付力調節シ
ートを前記腰当部に対して外方に向けて押し出すと、前記右締付力発生シート及び前記左
締付力発生シートの張力を増加させる締付力調節作動手段とを備える。
【０００８】
　〔発明３〕　さらに、発明３のコルセットは、発明２のコルセットにおいて、前記右締
付力調節シートと前記左締付力調節シートは、前記腰当部の外側で外側に向けて重なって
配置されている。
【０００９】
　〔発明４〕　さらに、発明４のコルセットは、発明２のコルセットにおいて、前記右締
付力調節シートと前記左締付力調節シートは、前記腰当部の外側で並設されている。
【００１０】
　〔発明５〕　さらに、発明５のコルセットは、発明２乃至４のいずれか１のコルセット
において、前記右締付力調節シートと前記左締付力調節シートの端部同士は締付力調節ベ
ルトを介して連結される。
【００１１】
　〔発明６〕　さらに、発明６のコルセットは、発明２乃至５のいずれか１のコルセット
において、前記腰当部の外側に配置されて左右方向に延び、それぞれ左右にループを形成
して一端が前記腰当部の右端部に取り付けられ、他端が前記腰当部の左端部に取り付けら
れた締付力伝達ベルトと、前記左締付力調節シートの先端部に設けられ、前記締付力伝達
ベルトが通されて前記右ループが形成される左第１リング部と、前記右締付力調節シート
の先端部に設けられ、前記締付力伝達ベルトが通されて前記左ループが形成される右第１
リング部と、前記右ループに通された左第２リング部と、前記左ループに通された右第２
リング部と、を有し、前記左右の第２リング部を引っ張って前記締付力伝達ベルトに張力
を付与する。
【００１２】
　〔発明７〕　さらに、発明７のコルセットは、発明６のコルセットにおいて、前記左右
の第１リング部は、前記左右の締付力調節シートの幅方向中央部に設けられ、前記腰当部
から遠い締付力調節シートは、前記腰当部との縫合部側に前記腰当部から近い締付力調節
シートの先端部が通り抜ける通し孔が形成されている。
【００１３】
　〔発明８〕　一方、上記目的を達成するために、発明８のコルセット締付力調節具は、
コルセットを装着した装着者の背面側に上下方向に沿って配置され、装着者の前屈動作に
応じて前記コルセットの締付力を調節するコルセット締付力調節具であって、上端部が装
着者の身に付けた装着部材の上体に対応する部分の上部に取り付けられ、下端部が装着者
の臀部に対応する部分で下部取り付け部材に取り付けられる剛性及び弾性を備えた１又は
複数の作動体を備え、前記装着者の前屈動作に応じて、前記作動体が前記装着者の背面側
を凹面として湾曲して前記装着者の腰部に対応する部分に隙間が形成され、前記作動体の
前記隙間形成動作を前記コルセットの締付力の調節に供する。
【００１４】
　〔発明９〕　さらに、発明９のコルセット締付力調節具は、発明８のコルセット締付力
調節具において、前記作動体は、剛性及び弾性を備えた本体部と、前記本体部の上部に連
設された伸縮性部材製の伸縮部とを備え、前記伸縮部を前記装着部材に取り付けた。
【００１５】
　〔発明１０〕　さらに、発明１０のコルセット締付力調節具は、発明８及び９のいずれ
か１のコルセット締付力調節具において、前記作動体は、前記装着者の背部の中央を境に
して幅方向左右に第１作動体と第２作動体を対称に備える。
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【００１６】
　〔発明１１〕　さらに、発明１１のコルセット締付力調節具は、発明８及び９のいずれ
か１のコルセット締付力調節具において、前記作動体は、２つの作動体を備え、双方の前
記作動体を互いに右巻き又は左巻きに捩じって一体化した構造とする。
【００１７】
　〔発明１２〕　さらに、発明１２のコルセット締付力調節具は、発明８乃至１１のいず
れか１のコルセット締付力調節具において、前記作動体は、上端部から下端部に向かうに
従って下端部側を前記装着者の背部の中央から幅方向外側に向けて広がった形状に形成す
る。
【００１８】
　〔発明１３〕　さらに、発明１３のコルセット締付力調節具は、発明８のコルセット締
付力調節具において、前記第１作動体と前記第２作動体は、互いに交差するように傾斜し
て取り付けられている。
【００１９】
　〔発明１４〕　さらに、発明１４のコルセット締付力調節具は、発明８乃至１３のいず
れか１のコルセット締付力調節具において、前記第１作動体と前記第２作動体の上端部は
、前記装着部材に対して左右方向の取り付け位置が変更可能である。
【００２０】
　〔発明１５〕　さらに、発明１５のコルセット締付力調節具は、発明８乃至１０、１２
及び１３のいずれか１のコルセット締付力調節具において、前記第１作動体と前記第２作
動体は、袋体内に１又は複数の作動体本体が増減可能に収納されている。
【００２１】
　〔発明１６〕　一方、上記目的を達成するために、発明１６の筋力補助装具は、装着者
の腰部に巻き付けた発明２乃至７のいずれか１のコルセットと、発明６乃至１５のいずれ
か１のコルセット締付力調節具とを備え、前記コルセット締付力調節具の前記作動体を前
記コルセットの前記腰当部の外面に接して挿通し、前記装着者の前屈動作に応じて湾曲す
る前記作動体により前記右締付力調節シートと前記左締付力調節シートを前記腰当部に対
して外方に向けて押し出す。
【００２２】
　〔発明１７〕　さらに、発明１７の筋力補助装具は、装着者の腰部に巻き付けた発明６
及び７のいずれか１のコルセットと、発明８乃至１５のいずれか１のコルセット締付力調
節具とを備え、前記コルセット締付力調節具の前記作動体を前記コルセットの前記締付力
伝達ベルトに設けられ、作動体の左右方向の動きを拘束する作動体ガイド部材に通して挿
通し、前記装着者の前屈動作に応じて湾曲する前記作動体により前記右締付力調節シート
と前記左締付力調節シートを前記腰当部に対して外方に向けて押し出す。
【発明の効果】
【００２３】
　以上説明したように、発明１のコルセットによれば、装着者の前屈動作に応じて装着者
の腰への締付力が調節されるので、一定の締付力でコルセットを常時装着している場合に
比して、腰への負担を軽減することができる。
【００２４】
　さらに、発明２のコルセットによれば、装着者の腰回りに巻かれて左右両端部の右ベル
ト及び左ベルト同士を締結して所定の締付力、例えばコルセットがずり落ちない程度の締
付力で締め付けた状態において、コルセットは上体が前屈姿勢となる場合に腰周りを強い
力で締め付けるので、腰への負担を軽減することができる。
【００２５】
　さらに、発明３のコルセットによれば、右締付力調節シートと左締付力調節シートを腰
当部の外側で外側に向けて重ねて配置しているので、右締付力発生シートと左締付力発生
シートに対して右締付力調節シートと左締付力調節シートがそれぞれ均一に反力を受ける
ことができる。このため、右締付力発生シートと左締付力発生シートには全面にわたって
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偏りなく張力が発生するので、締付力を確実に増加させることができる。
【００２６】
　さらに、発明４のコルセットによれば、右締付力調節シートと左締付力調節シートを腰
当部の外側で並設しているので、腰当部におけるコルセットの厚みを薄くすることができ
、コルセットの上から衣服を着用しても目立たなくなる。
【００２７】
　さらに、発明５のコルセットによれば、右締付力調節シートと左締付力調節シートの端
部同士が締付力調節ベルトを介して連結されているので、右締付力発生シートと左締付力
発生シートの反力を等しく受けることができる。このため、右締付力発生シートと左締付
力発生シートは右締付力調節シートと左締付力調節シートの押し出しで等しい張力を発生
し、腰部を均一な締付力で締め付けることができる。
【００２８】
　さらに、発明６のコルセットによれば、左右の締付力調節ベルトによる押し出しに加え
て締付力伝達ベルトによる押し出しで張力を発生するので、僅かな押し出しであっても確
実に張力を発生させることが可能となる。
【００２９】
　さらに、発明７のコルセットによれば、互いに重なり合う締付力調節シートの厚みを薄
くできる。
【００３０】
　一方、発明８のコルセット締付力調節具によれば、装着者の前屈動作に応じて、作動体
が装着者の腰部に対応する部分に隙間を形成する動作をコルセットの締付力の調節に供す
るようにしているため、簡単な構成でコルセットの締付力を調節することができる。また
、作動体の復元力により装着者の姿勢を真っ直ぐにする矯正作用を得ることができる。
【００３１】
　さらに、発明９のコルセット締付力調節具によれば、伸縮部の伸縮により装着者の前屈
を許容することができる。
【００３２】
　さらに、発明１０のコルセット締付力調節具によれば、第１作動体と第２作動体にそれ
ぞれ隙間が形成されるので確実にコルセットの締付力調節動作を行うことができる。
【００３３】
　さらに、発明１１のコルセット締付力調節具によれば、装着者が右利き又は左利きかに
よって、左捩じり方向又は右捩じり方向を選択することで、利き手での作業が楽に行える
。
【００３４】
　さらに、発明１２のコルセット締付力調節具によれば、装着者が上体を捩じった状態で
前屈しても、確実に隙間を形成することができる。
【００３５】
　さらに、発明１３のコルセット締付力調節具によれば、装着者の利き手に応じて重なる
上下位置を設定することで、適切な腹圧への補助力が得られる。
【００３６】
　さらに、発明１４のコルセット締付力調節具によれば、作業内容等に応じて適切な曲げ
力を第１作動体及び第２作動体に発生させることができる。
【００３７】
　さらに、発明１５のコルセット締付力調節具によれば、装着者の体力、作業内容、作業
時間等に応じて腹圧の補助力を発生させることができる。
【００３８】
　一方、発明１６の筋力補助装具によれば、荷物の上げ下ろしを伴う作業に従事する作業
者、前屈みでの作業が多い農作業、漁業、建築、土木等に従事する作業者だけでなく、家
事労働者、店舗販売員、オフィスで働く人、階段の上り下りや椅子への着座にコルセット
の助けが必要な人等が筋力補助装具を長時間装着しても、上体の前屈状況下でコルセット
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が腰周りを締め付け、上体が元の直立姿勢に戻ると、例えばコルセットのずれ落ちを防止
できる程度の腰への締付が殆ど発生しない締付力で腰を締め付けるので、腰への負担が軽
減できる。
【００３９】
　さらに、発明１７の筋力補助装具によれば、第１作動体と第２作動体の曲げ変形時に生
じる左右方向への分力を前後方向の力に変換し、ロスなく腹圧の補助力を提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】筋力補助装具１の背面図である。
【図２】筋力補助装具１の正面図である。
【図３】コルセット締付力調節具３の正面図である。
【図４】コルセット締付力調節具３の側面図で、（ａ）は装着者の直立姿勢での作動体の
変形状態を示し、（ｂ）は装着者の上体が前屈した前屈姿勢での作動体の変形状態を示す
。
【図５】コルセット４の実施形態を示し、（ａ）はコルセット４の内面側を示す正面図、
（ｂ）はコルセット４の外面側を示す背面図である。
【図６】コルセット４にコルセット締付力調節具３を取り付けた状態を後身頃２１側から
見た斜視図である。
【図７】コルセット４にコルセット締付力調節具３を取り付けた状態を前身頃２２側から
見た斜視図である。
【図８】コルセット締付力調節具１０３の正面図である。
【図９】コルセット１０４の背面図である。
【図１０】筋力補助装具４００の正面図である。
【図１１】図１０に示すコルセット４００の外面側を示す背面図である。
【図１２】（ａ）は図１０に示すコルセット４００の内面側を示す正面図、（ｂ）は（ａ
）のＡ－Ａ矢視図で、締付力伝達ベルト４５８の役割を示す模式図である。
【図１３】コルセット締付力調節具の作動体の上端部の斜視図である。
【図１４】第２実施形態の変形例を示す作動体ガイド部材の外観斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　〔第１実施形態〕
　以下、本発明の第１実施形態を説明する。図１乃至図７は、本実施形態を示す図である
。
【００４２】
　まず、筋力補助装具１の構成を説明する。
　図１は、筋力補助装具１の背面図である。図２は、筋力補助装具１の正面図である。
【００４３】
　筋力補助装具１は、図１及び図２に示すように、衣服であるオーバーオール２と、オー
バーオール２の後身頃２１の外側に設けたコルセット締付力調節具３と、オーバーオール
２の外側から腰部の回りに装着されるコルセット４とにより構成される。
【００４４】
　オーバーオール２は、後身頃２１と前身頃２２の左右の上端間を左右のショルダーベル
ト２３、２４により繋がっている。なお、オーバーオール２を着用した装着者は左右のシ
ョルダーベルト２３、２４の長さを調節して自身の体にオーバーオール２をフィットさせ
る。前身頃２２の幅方向中央には、チャック２５が設けられている。
【００４５】
　次に、コルセット締付力調節具３の構成を説明する。
　図３は、コルセット締付力調節具３の正面図である。
【００４６】
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　コルセット締付力調節具３は、図１乃至図３に示すように、身丈方向に沿って延びる棒
状の第１本体部３１Ａと第１伸縮部３１Ｂで構成される第１作動体３１、及び第２本体部
３２Ａと第２伸縮部３２Ｂで構成される第２作動体３２を備える。第１本体体３１Ａと第
２本体体３２Ａは、例えば複数本の細いファイバーを束ねて棒状に形成したものである。
勿論、第１本体体３１Ａと第２本体部３２Ａは棒状に限定されるものではなく、板状等の
形状であってもよい。第１作動体３１と第２作動体３２は、オーバーオール２の後身頃２
１の幅方向中央を境にして左右対称に配置される。第１作動体３１は、第１本体部３１Ａ
の一端である上端にゴムなどの伸縮性部材で構成された帯状の第１伸縮部３１Ｂが取り付
けられている。また、第２作動体３２は、第２本体部３２Ａの一端である上端にゴムなど
の伸縮性部材で構成された帯状の第２伸縮部３２Ｂが取り付けられている。
【００４７】
　第１伸縮部３１Ｂと第２伸縮部３２Ｂの先端部にそれぞれ上スナップボタンＳ１の凹部
３３を取り付けている。後身頃２１の上部２７に第１伸縮部３１Ｂと第２伸縮部３２Ｂの
上スナップボタンＳ１の凹部３３が係合する上スナップボタンＳ１の凸部３４が幅方向中
央を境にして左右対称に設けられている。
【００４８】
　また、第１本体部３１Ａと第２本体部３２Ａは、一端部である上端部側から他端部であ
る下端部側に向かうに従って幅方向外側に延びる末広がり形状に形成される。特に、第１
本体部３１Ａと第２本体部３２Ａは、上端部で略直線形状に形成されて平行に配置され、
下端部で大きく左右に拡がっている。
【００４９】
　第１本体部３１Ａと第２本体部３２Ａの下端部の先端部には、それぞれ第２スナップボ
タンＳ２の凹部３５を取り付けている。後身頃２１の臀部２６に対応する位置に上方が開
口した下部取り付け部材であるポケット部３７が配置され、第２スナップボタンＳ２の凹
部３５が係合する第２スナップボタンＳ２の凸部３６を幅方向の中央を境にして左右対称
にポケット部３７内に設けている。第１本体部３１Ａと第２本体部３２Ａの上部は、筒状
の例えば布製のホルダー３８内に挿通され、幅方向外側への移動を防止される。
【００５０】
　第１作動体３１と第２作動体３２は、後身頃２１の上部２７に設けた左右の第１スナッ
プボタンＳ１の凸部３４に第１伸縮部３１Ｂと第２伸縮部３２Ｂに設けた第１スナップボ
タンＳ１の凹部３３を係合する。さらに、第１本体部３１Ａと第２本体部３２Ａの下端部
に設けた左右の第２スナップボタンＳ２の凹部３５をそれぞれ後身頃２１の臀部２６に設
けた第２スナップボタンＳ２の凸部３６にポケット部３７内で係合する。
【００５１】
　すなわち、第１作動体３１と第２作動体３２は、第１スナップボタンＳ１と第２スナッ
プボタンＳ２により後身頃２１に身丈方向に沿って取り外し可能に取り付けられる。なお
、第１スナップボタンＳ１、第２スナップボタンＳ２に代えて後身頃２１に直接縫い込ん
でもよい。
【００５２】
　第１作動体３１と第２作動体３２は、例えばカーボンファイバー製で、高剛性、高強度
を有するとともに、弾性を有する。装着者が第１作動体３１と第２作動体３２を取り付け
たオーバーオール２を着た状態で上体を前屈した場合、上端部と下端部の間で弧状に曲げ
変形可能な弾性を有する。また、曲げ変形部分でコルセット４の締付力を調節可能とする
ための後述する引張部材を押しても変形、破損しない剛性及び強度を有する。第１作動体
３１と第２作動体３２は、オーバーオール２と共に上体の前屈を検出する上体前屈検出手
段をなしている。また、第１作動体３１と第２作動体３２は上体の前屈で形成される隙間
ｄにより締付力調節作動手段を構成する。
【００５３】
　次に、コルセット締付力調節具３の作動原理を説明する。
　図４は、コルセット締付力調節具３の側面図で、（ａ）は装着者の直立姿勢での作動体



(8) JP 6613397 B2 2019.12.4

10

20

30

40

50

の変形状態を示し、（ｂ）は装着者の上体が前屈した前屈姿勢での作動体の変形状態を示
す。
【００５４】
　オーバーオール２を着用した装着者Ｐが、図４（ａ）に示すように上体Ｐ１が真っ直ぐ
な直立姿勢の場合、コルセット締付力調節具３の第１作動体３１と第２作動体３２は、真
っ直ぐに立っている。逆に言えば、上体Ｐ１は第１作動体３１と第２作動体３２の復元力
で直立姿勢となるように矯正されている。
【００５５】
　次に、図４（ｂ）に示すように上体Ｐ１を前屈した場合を説明する。コルセット締付力
調節具３の第１作動体３１と第２作動体３２は、第１本体部３１Ａと第２本体部３２Ａが
第１伸縮部３１Ｂと第２伸縮部３２Ｂを介して後身頃２１の上部２７に第１スナップボタ
ンＳ１を介して取り付けられている。また、第１本体部３１Ａと第２本体部３２Ａの下端
部が装着者Ｐの臀部Ｐ３を覆う後身頃２１の臀部２６に対応する位置に配置されるポケッ
ト部３７で第２スナップボタンＳ２を介して取り付けられている。
【００５６】
　したがって、装着者Ｐが前屈すると、第１作動体３１と第２作動体３２は、上端部の第
１スナップボタンＳ１と下端部の第２スナップボタンＳ２とを力点とし、臀部Ｐ３の出っ
張った部分Ｐ４を支点として背中側を凹面として湾曲する。装着者Ｐの上体Ｐ１が前屈す
ると、第１スナップボタンＳ１と第２スナップボタンＳ２との距離が長くなるので、第１
伸縮部３１Ｂと第２伸縮部３２Ｂが伸びて前屈を可能とする。その際、腰部Ｐ２と第１作
動体３１と第２作動体３２との間に隙間ｄが形成される。隙間ｄは前屈角度が大きくなる
に従って広くなる。隙間ｄにより、コルセット４の更なる締付力を調節する。コルセット
４の後述する袋状空間５５内に、右締付力調節シート４４Ｒと左締付力調節シート４４Ｌ
を腰当部４０に対して後方に押し出す締付力調節作動手段を配置することにより、コルセ
ット４の締付力を調節可能としている。
【００５７】
　第１本体部３１Ａと第２本体部３２Ａの下端部が幅方向外側にそれぞれ広がっているた
め、前屈の際に上体Ｐ１を捩じっても、第１本体部３１Ａと第２本体部３２Ａの捩じれが
抑制されて第１本体部３１Ａと第２本体部３２Ａの捩じれが小さく、確実に隙間ｄが形成
される。
【００５８】
　次に、コルセット４の構成を説明する。
　図５は、コルセット４の実施形態を示し、（ａ）はコルセット４の内面側を示す正面図
、（ｂ）はコルセット４の外面側を示す背面図である。図６は、コルセット４にコルセッ
ト締付力調節具３を取り付けた状態を後身頃２１側から見た斜視図である。図７は、コル
セット４にコルセット締付力調節具３を取り付けた状態を前身頃２２側から見た斜視図で
ある。なお、コルセット４を腰部に装着した際に、身体側に向かう面を正面（又は内側）
、身体側と反対側の面を背面（又は外側）とする。
【００５９】
　コルセット４は、図５（ａ）に示すように、全体が帯状に形成されていて、伸縮性メッ
シュ素材（パワーネット）の腰当部４０の右側に伸縮性メッシュ素材（パワーネット）の
右締付力発生シート４１Ｒと非伸縮性メッシュ素材（パワーネット）の右ベルト４２Ｒが
順に連設されており、腰当部４０の右端部と右締付力発生シート４１Ｒの左端部とが縫い
合わされている。さらに、右締付力発生シート４１Ｒの右端部と右ベルト４２Ｒの左端部
が縫い合わされている。
【００６０】
　一方、腰当部４０の左側に、伸縮性メッシュ素材の左締付力発生シート４１Ｌと非伸縮
性メッシュ素材の左ベルト４２Ｌが順に連設されており、腰当部４０の左端部と左締付力
発生シート４１Ｌの右端部とが縫い合わされている。さらに、左締付力発生シート４１Ｌ
の左端部と左ベルト４２Ｌの右端部が縫い合わされている。左ベルト４２Ｌの内側先端部
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には、面ファスナー４３のフック状に起毛したフック部４３Ａが所定範囲に設けられてい
る。また、図５（ｂ）に示すように、右ベルト４２Ｒの外側先端部には、面ファスナー４
３のループ状に密集して起毛された起毛部４３Ｂが所定範囲に設けられている。なお、各
縫い合わせ部分にはバイアステープが縫合されている。
【００６１】
　コルセット４の腰当部４０の内側を身体の腰部に当てて腰に巻き、右ベルト４２Ｒを先
ず腹部に回し、次いで左ベルト４２Ｌを右ベルト４２Ｒの上に回す。その際、右ベルト４
２Ｒの起毛部４３Ｂの上にフック部４３Ａを押し付けることで面ファスナー４３が右ベル
ト４２Ｒと左ベルト４２Ｌを締結する。コルセット４を装着する装着者が直立した姿勢で
左ベルト４２Ｌと右ベルト４２Ｒを引っ張って腰当部４０、左締付力発生シート４１Ｌ、
右締付力発生シート４１Ｒの伸縮による締付力（張力）を調節し、面ファスナー４３のフ
ック部４３Ａを起毛部４３Ｂに押し付ける操作で装着者が適切と感じる締付力で腰部を締
め付けることができる。なお、右ベルト４２Ｒの先端部と左ベルト４２Ｌの先端部同士を
係合解除可能な係合手段として面ファスナー４３を用いているが、ホック等を用いてもよ
い。
【００６２】
　一方、コルセット４の外側は、腰当部４０と重なるように、非伸縮性メッシュ素材の右
締付力調節シート４４Ｒが配置され、さらに右締付力調節シート４４Ｒの外側に重なるよ
うに非伸縮性メッシュ素材の左締付力調節シート４４Ｌが配置される。右締付力調節シー
ト４４Ｒは、一端（右端）が右締付力発生シート４１Ｒと腰当部４０との縫合部に縫合さ
れる。すなわち、右ベルト４２Ｒを固定し、右締付力調節シート４４Ｒを引っ張ると、右
締付力発生シート４１Ｒが伸びて張力が増し、さらなる締付力が付与される。逆に言えば
、右ベルト４２Ｒと右締付力調節シート４４Ｒは伸びず、右締付力発生シート４１Ｒの張
力の反力を受けることになる。
【００６３】
　右締付力調節シート４４Ｒは、一端側のみを右締付力発生シート４１Ｒの左端に縫い付
けられており、他端部には、上下に二股に分かれた２つの右引張片４５Ｒ、４６Ｒが形成
されている。各右引張片４５Ｒ、４６Ｒの先端部に長楕円リング形状の右小判カン４７Ｒ
、４８Ｒが取り付けられている。
【００６４】
　次に、左締付力調節シート４４Ｌは、一端（左端）が左締付力発生シート４１Ｌと腰当
部４０との縫合部に縫合される。すなわち、左ベルト４２Ｌを固定し、左締付力調節シー
ト４４Ｌを引っ張ると、左締付力発生シート４１Ｌが伸びて張力が増し、さらなる締付力
が付与される。逆に言えば、左ベルト４２Ｌと左締付力調節シート４４Ｌは伸びず、左締
付力発生シート４１Ｌの張力の反力を受けることになる。
【００６５】
　左締付力調節シート４４Ｌは、一端側のみを左締付力発生シート４１Ｌの右端に縫い付
けられており、他端部には、上下に二股に分かれた２つの左引張片４５Ｌ、４６Ｌが形成
されている。各左引張片４５Ｌ、４６Ｌの先端部に長楕円リング形状の左小判カン４７Ｌ
、４８Ｌが取り付けられている。左締付力調節シート４４Ｌは、左締付力発生シート４１
Ｌとの縫合部側である一端側に、右締付力調節シート４４Ｒの右引張片４５Ｒ、４６Ｒが
それぞれ通る通し孔４９、５０が形成されている。
【００６６】
　二つの右小判カン４７Ｒ、４８Ｒには、右連結カン５２Ｒを通した右連結ベルト５１Ｒ
の一端部１５１Ｒと他端部２５１Ｒがそれぞれ通されている。右連結ベルト５１Ｒの一端
部１５１Ｒと他端部２５１Ｒの端は腰当部４０と左締付力発生シート４１Ｌとの縫い付け
部に縫い付けられている。また、二つの左小判カン４７Ｌ、４８Ｌには、左連結カン５２
Ｌを通した左連結ベルト５１Ｌの一端部１５１Ｌと他端部２５１Ｌがそれぞれ通されてい
る。左連結ベルト５１Ｌの一端部１５１Ｌと他端部２５１Ｌの端は腰当部４０と右締付力
発生シート４１Ｒとの縫い付け部に縫い付けられている。
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【００６７】
　したがって、右連結カン５２Ｒには右締付力発生シート４１Ｒの張力の半分が加わり、
残りの半分は右連結ベルト５１Ｒの一端部１５１Ｒと他端部２５１Ｒの端に加わる。同様
に左連結カン５２Ｌには左締付力発生シート４１Ｌの張力の半分が加わり、残りの半分は
左連結ベルト５１Ｌの一端部１５１Ｌと他端部２５１Ｌの端に加わる。
【００６８】
　右連結カン５２Ｒに右締付力調節ベルト５３Ｒが連結され、左連結カン５０Ｌに左締付
力調節ベルト５３Ｌが連結されている。右締付力調節ベルト５３Ｒの先端部には長さ調節
バックル５４の凹係合部５４Ｒが取り付けられ、左締付力調節ベルト５３Ｌの先端部には
長さ調節バックル５４の凸係合部５４Ｌが取り付けられている。凸係合部５４Ｌは長さ調
節カンを備え、左締付力調節ベルト５３Ｌとの取り付け長さを調節可能とする。
【００６９】
　コルセット４を装着者の腰部に右ベルト４２Ｒと左ベルト４２Ｌを面ファスナー４３で
所定の締付力により装着した状態で、さらに長さ調節バックル５４の凸係合部５４Ｌと凹
係合部５４Ｒを緊張状態に調節して係合する。なお、長さ調節バックル５４で右連結ベル
ト５３Ｒと左連結ベルト５３Ｌの先端部を取り外し可能に結合しているが、長さ調節バッ
クル５４に代えて面ファスナーを用いてもよい。また、右締付力調節ベルト５３Ｒの先端
部を左ベルト４２Ｌに面ファスナーを利用して締結し、左締付力調節ベルト５３Ｌの先端
部を右ベルト４２Ｒに面ファスナーを利用して締結するようにしてもよい。
【００７０】
　本実施形態において、上下方向の長さが略等しい右締付力調節シート４４Ｒと左締付力
調節シート４４Ｌを腰当部４０で交差させているため、右締付力調節シート４４Ｒの右引
張片４５Ｒ、４６Ｒを通し孔４９、５０に通している。また、右締付力調節シート４４Ｒ
と左締付力調節シート４４Ｌを介して右締付力発生シート４１Ｒと左締付力発生シート４
１Ｌをそれぞれ均一に引っ張れるように、右引張片４５Ｒ、４６Ｒと左引張片４５Ｌ、４
６Ｌに右連結ベルト５１Ｒ、左連結ベルト５１Ｌを連結している。そして、右連結ベルト
５１Ｒに右締付力調節ベルト５３Ｒを連結し、左連結ベルト５１Ｌに左締付力調節ベルト
５３Ｌを連結している。
【００７１】
　右締付力調節ベルト５３Ｒと右連結ベルト５１Ｒにより、上下の右引張片４５Ｒと右引
張片４６Ｒが所定位置に保持されている。このため、右締付力発生シート４１Ｒの引っ張
り力が右締付力調節シート４４Ｒの上下方向において略均一に伝達される。したがって、
右締付力発生シート４１Ｒは上下方向において略均一に後方に向けて押し出され、右締付
力発生シート４１Ｒが高効率にさらなる締付力を発生することができる。左締付力発生シ
ート４１Ｌについても同様である。
【００７２】
　コルセット４は、右締付力調節シート４４Ｒと左締付力調節シート４４Ｌは交差するよ
うに腰当部４０の外側に配置される。そして、腰当部４０と右締付力調節シート４４Ｒと
の間に上下が開口した袋状空間５５が形成される。袋状空間５５内に、右締付力調節シー
ト４４Ｒと左締付力調節シート４４Ｌを腰当部４０に対して外方に押し出す締付力調節作
動手段を設け、前記締付力調節作動手段を動作させることで、コルセット４の締付力を大
きくすることができる。
【００７３】
　コルセット締付力調節具３の第１本体部３１Ａと第２本体部３２Ａは袋状空間５５内を
貫通する。その際、第１作動体３１の第１本体部３１Ａと、第２作動体３２の第２本体部
３２Ａが腰当部４０の外面に接する。
【００７４】
　図６、図７に示すように、ポケット部３７の左側部と右側部からそれぞれ左取り付けス
トラップ５６Ｌと右取り付けストラップ５６Ｒがそれぞれ延びている。左取り付けストラ
ップ５６Ｌの先端部は左締付力調節ベルト５３Ｌに設けた長さ調節可能な左取り付けカン



(11) JP 6613397 B2 2019.12.4

10

20

30

40

50

５７Ｌに取り付けられ、右取り付けストラップ５６Ｒの先端部は右締付力調節ベルト５３
Ｒに設けた長さ調節可能な右取り付けカン５７Ｒに取り付けられる。
【００７５】
　ポケット部３７は、左取り付けストラップ５６Ｌと右取り付けストラップ５６Ｒの長さ
を調節することで、コルセット４を装着した装着者の臀部にずれなく固定される。
【００７６】
　次に、装着者が筋力補助装具１を装着し、装着者の腰部にコルセット４を直立姿勢で適
正な締付力で締め付けている場合を例にして、コルセット締付力調節具３によるコルセッ
ト４の締付力調節動作を説明する。
【００７７】
　コルセット４は、腰当部４０が装着者の腰部に押し当てられ、腰部回りを所定の締付力
で締め付ける。所定の締付力は、パワーネットで構成される腰当部４０と右締付力発生シ
ート４１Ｒと左締付力発生シート４１Ｌの伸縮力によって設定される。その際、袋状空間
５５の内側に位置する腰当部４０は腰部に当接し、袋状空間５５の外側に位置する右締付
力調節シート４４Ｒは腰当部４０に所定の緊張力で当接し、左締付力調節シート４４Ｌが
右締付力調節シート４４Ｒの外側に所定の緊張力で当接している。
【００７８】
　袋状空間５５において、腰当部４０に対して右締付力調節シート４４Ｒを後方に押し出
して袋状空間５５を後方に向けて広げると、左締付力調節シート４４Ｌも右締付力調節シ
ート４４Ｒと一体に後方に向けて押し出される。ここで、腰当部４０と腰当部４０の両側
に配置される右締付力発生シート４１Ｒと左締付力発生シート４１Ｌと、右締付力調節シ
ート４４Ｒと、左締付力調節シート４４Ｌと、長さ調節バックル５４を介して連結され右
締付力調節ベルト５３Ｒ及び左締付力調節ベルト５３Ｌは、閉ループを構成している。
【００７９】
　したがって、腰当部４０の後方で互いに交差する右締付力調節シート４４Ｒと左締付力
調節シート４４Ｌを腰当部４０に対して後方に押し出すと、右締付力発生シート４１Ｒと
左締付力発生シート４１Ｌが腰部回り方向に沿って互いに伸びる方向に引っ張られること
になる。このため、コルセット４は、直立姿勢で設定した適正な締付力よりもさらに大き
な締付力で腰部回りを締め付ける。
【００８０】
　また、袋状空間５５において、右締付力調節シート４４Ｒを後方に押し出す力を解除す
ると、右締付力調節シート４４Ｒと左締付力調節シート４４Ｌは右締付力発生シート４１
Ｒと左締付力発生シート４１Ｌの弾性復元力で、右締付力調節シート４４Ｒが腰当部４０
に当接した位置まで戻り、左締付力調節シート４４Ｌが右締付力調節シート４４Ｒに当接
する。したがって、コルセット４は直立姿勢で設定した適正な締付力で再び腰部回りを締
め付ける。
【００８１】
　コルセット締付力調節具３は、図４（ａ）に示す装着者の直立姿勢から図４（ｂ）に示
す前屈姿勢に上体を変化させると、腰部Ｐ２の後方に第１本体部３１Ａと第２本体部３２
Ａが締付力調節作動手段である隙間ｄを形成する。第１本体部３１Ａと第２本体部３２Ａ
はコルセット４の袋状空間５５内に挿通されている。このため、筋力補助装具１を装着し
た装着者Ｐの前屈動作でコルセット締付力調節具３により生じる隙間ｄにより、右締付力
調節シート４４Ｒと左締付力調節シート４４Ｌが腰当部４０に対して後方に押し出される
。
【００８２】
　上体の前屈深さが深くなると、第１本体部３１Ａと第２本体部３２Ａはより大きく湾曲
し、隙間ｄが大きくなる。コルセット４の袋状空間５５において、右締付力調節シート４
４Ｒと左締付力調節シート４４Ｌが腰当部４０に対して後方に押し出される距離が長くな
ると、右締付力発生シート４１Ｒと左締付力発生シート４１Ｌの張力が増し、コルセット
４の締付力が強くなる。また、前屈姿勢が浅くなると、第１本体部３１Ａと第２本体部３
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２Ａの湾曲は小さくなり、隙間ｄが狭くなる。このため、コルセット４の袋状空間５５に
おいて、右締付力調節シート４４Ｒと左締付力調節シート４４Ｌが腰当部４０に対して後
方に押し出される距離が短くなり、右締付力発生シート４１Ｒと左締付力発生シート４１
Ｌの張力が減少し、コルセット４の締付力が弱くなる。その際、右締付力調節シート４４
Ｒと左締付力調節シート４４Ｌは、右締付力発生シート４１Ｒと左締付力発生シート４１
Ｌの張力により、腰当部４０に向けて移動する。
【００８３】
　このように、上体の前屈が深くなればなるほどコルセット４の締付力が強くなり、前屈
が浅くなればなるほどコルセット４の締付力が弱くなり、直立姿勢に戻ると、適正な締付
力となる。
【００８４】
　したがって、前屈時にコルセット４に設定された適正な締付力よりも大きな締付力で腰
部周りを締め付けて腹筋を補助することで腹圧が高められ、お腹側の支えがしっかりとな
り、腰にかかる負担が軽減する。また、前屈姿勢から直立姿勢に上体が戻ると、元の適正
な締付力に戻る。適正な締付力は、コルセット４がずれ落ちない程度の締付力を例示する
ことができる。このため、上体を前屈させていない場合には腰への締付がないので、コル
セット４を長時間装着しても腰周りの筋肉が萎えることを防止できる。
【００８５】
　次に、本実施形態の効果を説明する。
　本実施形態の筋力補助装具１によれば、コルセット４が腰部周りを締め付ける締付力は
、直立姿勢から前屈姿勢に上体を曲げるに従って増加し、腹筋を補助することで腹圧が上
体の前屈が深くなるに従って高められてお腹側の支えがしっかりとなり、腰にかかる負担
が軽減する。また、上体が元の直立姿勢に戻ると、例えばコルセット４の装着時に設定し
た適正な締付力に戻る。
【００８６】
　したがって、荷物の上げ下ろしを伴う作業に従事する作業者、前屈みでの作業が多い農
作業、漁業、建築、土木等に従事する作業者だけでなく、家事労働者、店舗販売員、オフ
ィスで働く人、階段の上り下りや椅子への着座にコルセットの助けが必要な人等が筋力補
助装具１を長時間装着しても、上体の前屈状況下でコルセット４が腰周りを締め付け、上
体が元の直立姿勢に戻ると、例えばコルセット４のずれ落ちを防止できる程度の腰への締
付が殆ど発生しない締付力で腰を締め付けるので、腰への負担が軽減できる。また、中腰
の姿勢が少ない運搬作業をはじめ立ち仕事やドライバーやオフィスワーク疾病により体が
曲がってしまった人などは、第１作動体３１及び第２作動体３２が緩やかにコルセット４
で締められていることによって体幹を高めることによりバランスをとり、疲労軽減につな
がる。
【００８７】
　本実施形態のコルセット４によれば、上体を前屈させると、前屈動作に応じて締付力調
節作動手段が作動し、右締付力調節シート４４Ｒと左締付力調節シート４４Ｌを腰当部４
０の外側で外側に向けて押し出し、締付力が大きくなる。また、前屈姿勢から直立姿勢に
上体が戻ると、締付力調節作動手段が逆方向に動作し、締付力が減少して直立姿勢で設定
した適正な締付力、例えばコルセットが腰からずり落ちない程度の締付力に戻る。
【００８８】
　このため、コルセット４は上体が前屈姿勢となる場合に腰周りを強い力で締め付けるの
で、腰への負担を軽減することができる。
【００８９】
　本実施形態のコルセット４は、右締付力調節シート４４Ｒと左締付力調節シート４４Ｌ
を腰当部４０の外側で外側に向けて重ねて配置しているので、右締付力発生シート４１Ｒ
と左締付力発生シート４１Ｌに対して右締付力調節シート４４Ｒと左締付力調節シート４
４Ｌがそれぞれ均一に反力を受けることができる。このため、右締付力発生シート４１Ｒ
と左締付力発生シート４１Ｌには全面にわたって偏りなく張力が発生するので、締付力を
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確実に増加させることができる。
【００９０】
　また、本実施形態のコルセット４は、右締付力調節シート４４Ｒと左締付力調節シート
４４Ｌの端部同士が右締付力調節ベルト５３Ｒ及び左締付力調節ベルト５３Ｌを介して連
結されているので、右締付力発生シート４１Ｒと左締付力発生シート４１Ｌの反力を等し
く受けることができる。このため、右締付力発生シート４１Ｒと左締付力発生シート４１
Ｌは右締付力調節シート４４Ｒと左締付力調節シート４４Ｌの押し出しで等しい張力を発
生し、腰部を均一な締付力で締め付けることができる。
【００９１】
　本実施形態のコルセット締付力調節具３によれば、装着者の前屈動作に応じて、第１作
動体３１と第２作動体３２が装着者の腰部に対応する部分に隙間ｄを形成する動作をコル
セット４の締付力の調節に供するようにしているため、簡単な構成でコルセット４の締付
力を調節することができる。また、第１作動体３１と第２作動体３２の復元力により装着
者の姿勢を真っ直ぐにする矯正作用を得ることができる。
【００９２】
　さらに、コルセット締付力調節具３は第１伸縮部３１Ｂと第２伸縮部３２の伸縮により
装着者の前屈を許容することができる。
【００９３】
　また、コルセット締付力調節具３は、第１作動体３１と第２作動体３２の２つの作動体
の隙間形成動作でコルセット４の右締付力調節シート４４Ｒと左締付力調節シート４４Ｌ
の押し出しを行うようにしているので、確実にコルセット４の締付力調節動作を行うこと
ができる。
【００９４】
　また、コルセット締付力調節具３は、第１作動体３１の第１本体部３１Ａと第２作動体
３２の第２本体部３２Ａを下側に向かうに従って幅方向外側に広げるようにしているので
、装着者が上体を捩じった状態で前屈しても、確実に隙間を形成することができる。
【００９５】
　〔変形例〕
　上記した実施形態では、コルセット締付力調節具３において、装着者の上体に身に着け
た装着部材であるオーバーオール２が装着者の上体が前屈すると第１作動体３１と第２作
動体３２の上端部を湾曲させるための力を作用する手段として使用されているが、これに
限定されるものではない。装着部材として例えば、オーバーオール２に代えてエプロン、
ビジネススーツ等の衣服、又は、図３中二点鎖線で示すベスト６１であってもよい。さら
に無端状のリングストラップに両腕を通して肩に掛けた形式のものであってもよい。この
場合、前記リングストラップの背中側に第１作動体３１と第２作動体３２の上端部を連結
する。
【００９６】
　図８は、コルセット締付力調節具１０３の正面図である。なお、コルセット締付力調節
具１０３において、図３に示す部材と同じ部材には同じ符号を付してその説明を省略する
。
【００９７】
　図８に示す締付力調節具１０３は、カーボンファイバー製の棒状に形成された第１作動
体１３１と第２作動体１３２を備える。第１作動体１３１と第２作動体１３２は、左右方
向の中心線Ｌを中心に左巻きに複数回捩じった捩じり形状に一体に左右対称に形成されて
いる。図８に示す例では、第１作動体１３１と第２作動体１３２を左巻きに捩じっている
が、右巻きに捩じった構成であってもよい。
【００９８】
　図３に示す実施形態の第１作動体３１と第２作動体３２は、第１本体部３１Ａ、第２本
体部３２Ａの上端に第１伸縮部３１Ｂ、第２伸縮部３２Ｂを設け、第１伸縮部３１Ｂ、第
２伸縮部３２Ｂの伸縮で前屈動作を許容している。
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【００９９】
　これに対し、図８に示す実施形態の第１作動体１３１と第２作動体１３２は、上端部に
上下方向に沿って延びる長溝１３３を設け、上スナップボタンＳ１の凹部３３が長溝１３
３にスライド可能に係合する。上スナップボタンＳ１の凸部３４は上体前屈検出手段とし
て、図１に示すオーバーオール２、図３に示すベスト６１、エプロン、ビジネススーツ、
作業用のつなぎ服等に取り付けられる。上スナップボタンＳ１と長溝１３３が相対移動す
ることで前屈動作を許容する。
【０１００】
　第１作動体１３１と第２作動体１３２に下端部は、下方に向かうに従って左右方向の外
側に向けて広がる末広がり形状に形成されている。
【０１０１】
　第１作動体１３１と第２作動体１３２の下端部に設けた下スナップボタンＳ２の凸部（
不図示）は、図３に示すようにポケット部３７に設けてもよく、また図７に示す右取り付
けストラップ５６Ｒ、左取り付けストラップ５６Ｌに直接取り付けるようにしてもよい。
【０１０２】
　図８に示す実施形態のコルセット締付力調節具１０３は、第１作動体１３１と第２作動
体１３２を左巻きの捩じり構造としているので、装着者が肩を左回転させる場合、第１作
動体１３１と第２作動体１３２が捩じられてばね力が蓄勢される。そして、上体を右回り
に回すと、前記蓄勢力のアシストで肩が楽に元に戻される。すなわち、左利きの人は左巻
きのコルセット締付力調節具捩１０３を使用すれば楽な作業が行え、右利きの人は右巻き
のコルセット締付力調節具１０３を使用することで楽な作業が行える。
【０１０３】
　図９は、コルセット１０４の背面図である。なお、コルセット１０４において、図５に
示すコルセット４と同じ部材には同じ符号を付してその説明を省略する。
【０１０４】
　図５に示すコルセット４は、腰当部４０の外側に右締付力調節シート４４Ｒと左締付力
調節シート４４Ｌが重なって合計３枚のシートが積層されている。これに対し、図９に示
す実施形態のコルセット１０４は、右締付力調節シート１４４Ｒと左締付力調節シート１
４４Ｌは上下方向に離隔して配置している。すなわち、腰当部４０の外側に右締付力調節
シート１４４Ｒと左締付力調節シート１４４Ｌがそれぞれ当接するように配置され、２層
の積層構造としている。
【０１０５】
　右締付力調節シート１４４Ｒと左締付力調節シート１４４Ｌは、他端側を直接右締付力
調節ベルト５３Ｒ、左締付力調節ベルト５３Ｌに縫い付けることができる。
【０１０６】
　本実施形態のコルセット１０４は、腰当部４０の部分において右締付力調節シート１４
４Ｒと左締付力調節シート１４４Ｌが重ならないようにした２層の積層構造としているた
め、腰当部４０の部分の厚みを薄くすることができ、装着者の腰部回りがすっきりとなり
、コルセット４の上から衣服を着用しても目立たなくなる。
【０１０７】
　コルセット４の袋状空間５内に配置する締付力調節作動手段として、通電により厚みが
厚くなる圧電素子を例示でき、また前屈検出手段として角度センサー、又は角度センサー
を搭載したスマートホンを例示できる。例えば、スマートホンと圧電素子を備えた圧電素
子駆動回路とを無線通信で接続させれば、スマートホンをポケット等に入れた状態で前屈
姿勢になると、圧電素子が駆動されて締付力を大きくすることができる。
【０１０８】
　〔第２実施形態〕
　次に、本発明の第２実施形態を説明する。図１０乃至図１３は、本実施形態を示す図で
ある。
【０１０９】
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　まず、図１０に基づいて筋力補助装具４００を説明する。なお、図１０～図１３の示す
部材に付す符号は、図１～図９に示す部材と同じ部材には４０又は４００を加えた符号を
付し、また構成の説明が不要な部材には同一の符号を付してその説明を省略する。また、
図１０において、衣服であるベスト４０２の前身頃４２２は腰よりも下まで設けられてい
るが、後身頃４２１の内側の状態を示すために一部のみを描いている。
【０１１０】
　筋力補助装具４００は、図１０に示すように、衣服であるベスト４０２と、ベスト４０
２の後身頃４２１の内側に設けたコルセット締付力調節具４０３と、ベスト４０２の後身
頃４２１の内側に設けた腰部の回りに装着されるコルセット４０４とにより構成される。
ベスト４０２は前身頃４２２に設けた不図示のチャックにより脱ぎ着ができるようにして
いる。
【０１１１】
　ベスト４０２は、後身頃４２１の左右の首回りにそれぞれ一端部が固定されたショルダ
ーテープ４２３、４２４が取り付けられている。左右のショルダーテープ４２３、４２４
は、肩部を経て前身頃４２２の左右の上端部４２２ａまで延びている。上端部４２２ａの
表面は面ファスナーの起毛部が設けられ、ショルダーテープ４２３、４２４の先端部側の
内側に面ファスナーのフック部を設けている。左右のショルダーテープ４２３、４２４を
上端部４２２ａに対する上下方向の係合位置を調節することで、ベスト４０２の着衣者の
両肩甲骨をコルセット締付力調節具４０３の弾性力によって内側に引き寄せる補助力を調
節可能とする。この補助力により、着衣者の胸部が開き、楽な呼吸ができ、また誤嚥防止
の効果が得られる。
【０１１２】
　後身頃４２１と前身頃４２２は、腰部に対応する部分から下では左右両端部を縫い合わ
せていないスリットＳＬとしており、後身頃４２１が背面側にめくれる状態になっている
。なお、前記左右のスリットＳＬは、下端部に設けた面ファスナー４２２ｂにより脱着可
能に固定される。
【０１１３】
　左右のスリットＳＬを構成する前身頃２２２の左右の端部には、コルセット４０４の腰
当部４４０の両端部が縫い合わさっている。腰当部４４０は、非伸縮性のメッシュ素材の
布地が用いられている。そして、腰当部４４０と後身頃４２１との間には袋状空間４５５
が形成される。
【０１１４】
　コルセット締付力調節具４０３とコルセット４０４の説明は後述するが、袋状空間４５
５内には、腰当部４４０側にコルセット４０４の右締付力調節シート４４４Ｒを配置し、
後身頃４２１側に左締付力調節シート４４４Ｌを右締付力調節シート４４４Ｒと重なるよ
うに配置し、右締付力調節シート４４４Ｒと腰当部４４０との間にコルセット締付力調節
具４０３の第１作動体４３１と第２作動体４３２が挿通される。また、締付力伝達ベルト
４５８が右締付力調節シート４４４Ｒと第１作動体４３１と第２作動体４３２の間に配置
される。
【０１１５】
　締付力伝達ベルト４５８の内側には、短尺の横長ベルト４５９の左右両端部が縫い付け
られ、その間に作動体ガイド部材である作動体通し孔４６０が形成されている。作動体通
し孔４６０には、第１作動体４３１と第２作動体４３２が挿通される。ベスト４０２の装
着者が脚部の曲げ動作の際、第１作動体４３１と第２作動体４３２の曲げ動作に伴って第
１作動体４３１と第２作動体４３２が左右方向に僅かに拡がると、左右方向に作用する分
力を前後方向の押し動作に加わり、腹圧の補助に供される。
【０１１６】
　後身頃４２１の下端には、第１作動体４３１と第２作動体４３２の下部を保持して左右
方向及び前後方向への移動を規制する布製のポケット部４３７が取り付けられている。ポ
ケット部４３７は、ポケット内の内周面４３７ａに面ファスナーのフック部が形成され、
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第１作動体４３１と第２作動体４３２の下部の外周面４３１ａ、４３２ａには面ファスナ
ーの起毛部が形成される。
【０１１７】
　したがって、第１作動体４３１と第２作動体４３２の下部をポケット部４３７内に差し
込むと、左右方向の任意の位置で前後方向にしっかりと面ファスナーにより固定すること
ができる。
【０１１８】
　次に、コルセット締付力調節具４０３の構成を図１０及び図１１に基づいて説明する。
　コルセット締付力調節具４０３は、身丈方向に沿って延びる棒状の１又は複数の第１本
体部４３１Ａを細長い袋体状の第１袋体４３１Ｃ内に増減可能に収納する第１作動体４３
１と、１又は複数の第２本体部４３２Ａを第２袋体４３２Ｃ内に増減可能に収納する第２
作動体４３２を備える。第１本体部４３１Ａと第２本体部４３２Ａは、例えば複数本の細
いカーボンファイバーを束ねて棒状に形成したものである。勿論、第１本体部４３１Ａと
第２本体部４３２Ａはプレート状であっても、ＦＲＰ製であってもよい。
【０１１９】
　第１作動体４３１と第２作動体４３２は、ベスト４０２の後身頃４２１の幅方向中央を
境にして交差配置される。第１袋体４３１Ｃと第２袋体４２Ｃの上端部に、上スナップボ
タンＳ１の凹部３３を取り付けている。
【０１２０】
　後身頃４２１の上部４２７に上スナップボタンＳ１の凹部３３が係合する上スナップボ
タンＳ１の凸部３４が幅方向中央を境にして左右対称に複数設けている。上スナップボタ
ンＳ１の止まり位置を中心よりも左右方向において変更可能なので、作業の程度に応じて
止まり位置を適宜選択でき、効果的な腹圧補助が達成できる。上スナップボタンＳ１の凸
部３４の取り付け位置、特に中心から遠い方の凸部３４は、肩甲骨に対応して、例えば肩
甲骨のすぐ内側等に設けるようにしてもよい。なお、第１実施形態に示す第１作動体３１
と第２作動体３２についても、上部の取り付け位置の間隔を広くしたり狭くしたり変更可
能としてもよい。
【０１２１】
　後身頃４２１の臀部４２６に対応する位置に下部取り付け部材であるポケット部４３７
が配置され、第１作動体４３１と第２作動体４３２の下部外周面４３１ａ、４３２ａの起
毛部がポケット部４３７の内種面のフック部に係合する。
【０１２２】
　第１作動体４３１と第２作動体４３２とは交差した状態に取り付けており、図１１では
内側に左肩側から右臀部側に斜めに向けて第１作動体４３１を取り付け、外側に右肩側か
ら左臀部側に斜めに向けて第２作動体４３２を取り付けている。頭上から第１作動体４３
１と第２作動体４３２を見ると、左巻きバネの形態をなしている。このため、右利きの装
着者では、作業時に大きな捩じりばね力が作用し、より一層腹圧補助を図ることができる
。なお、左利きの装着者は、逆に第１作動体４３１を外側に、第２作動体４３２を内側に
して交差させるとよい。
【０１２３】
　図１３に示すように、第１袋体４３１Ｃ及び第２袋体４３２Ｃは、上スナップボタンＳ
１が設けられる上端部に袋体の開口４３１１を設け、第１作動体本体４３１Ａ、第２作動
体本体４３２Ａの追加、交換、削減作業が容易に行える。
【０１２４】
　次に、コルセット４０４の構成を図１０～図１２に基づいて説明する。
　図１１に示すコルセット４０４は、図５に示すコルセット４と同様に、全体が帯状に形
成されていて、非伸縮性メッシュ素材の腰当部４４０の右側に伸縮性メッシュ素材の右締
付力発生シート４４１Ｒと非伸縮性メッシュ素材の右ベルト４４２Ｒが順に連設されてお
り、腰当部４４０の右端部と右締付力発生シート４４１Ｒの左端部とが縫い合わされてい
る。さらに、右締付力発生シート４４１Ｒの右端部と右ベルト４４２Ｒの左端部が縫い合
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わされている。同様に、腰当部４４０の左側に、伸縮性メッシュ素材の左締付力発生シー
ト４４１Ｌと非伸縮性メッシュ素材の左ベルト４４２Ｌが順に連設され、同様に縫合され
ている。
【０１２５】
　右ベルト４４２Ｒと左ベルト４４２Ｌの外面は全体的に面ファスナー４３の起毛部が設
けられ、左ベルト４４２Ｌの先端部内側に面ファスナーのフック部が形成されている。な
お、各縫い合わせ部分にはバイアステープが縫合されている。
【０１２６】
　図１２に示すように、腰当部４４０の右端部には、右バイアステープＴＲを用いて右締
付力調節シート４４４Ｒの右端部が縫合され、左端部には左バイアステープＴＬを用いて
左締付力調節シート４４４Ｌの左端部が縫合されている。右締付力調節シート４４４Ｒと
左締付力調節シート４４４Ｌの縫合部側の幅方向中央部には、右通し孔４４９、左通し孔
４５０が形成されている。
【０１２７】
　右締付力調節シート４４４Ｒと左締付力調節シート４４４Ｌの先端部は先すぼみ形状に
絞られて右中央引張片部４４５Ｒ、左中央引張片部４４５Ｌが形成されている。腰当部４
４０に対し外側に向けて、右締付力調節シート４４４Ｒが重なり、次に左締付力調節シー
ト４４４Ｌが重なる。右締付力調節シート４４４Ｒは右バイアステープＴＬによる縫合部
で右締付力発生シート４４１Ｒと一体化し、左締付力調節シート４４４Ｌは右バイアステ
ープＴＲによる縫合部で左締付力発生シート４４１Ｌと一体化する。
【０１２８】
　右中央引張片部４４５Ｒは左通し孔４５０を通して左締付力発生シート４４１Ｌの外面
側に出る。左中央引張片部４４５Ｌは左締付力調節シート４４４Ｌが右締付力調節シート
４４４Ｒよりも外側に位置しているため、右側のスリットＳＬを通して右締付力発生シー
ト４４１Ｒの外面側に出る。右中央引張片部４４５Ｒの先端部には右第１連結カン４４６
Ｒが取り付けられ、左中央引張片部４４５Ｌの先端部には左第１連結カン４４６Ｌが取り
付けられる。
【０１２９】
　図１２に示すように、締付力伝達ベルト４５８を左右の通し孔４４９、４５０を通して
腰当部４４０と右締付力調節シート４４４Ｒとの間に通している。右通し孔４４９を通し
て右締付力発生シート４４１Ｒの外側に出た締付力伝達ベルト４５８の右端部は、左締付
力調節シート４４４Ｌに連結されている左第１連結カン４４６Ｌを通して左ループ部４５
８Ｌを形成し、折り返した先端部を右バイアステープＴＲの縫合部で縫合される。左ルー
プ部４５８Ｌには、左第２連結カン４４７Ｌが通されている。
【０１３０】
　左通し孔４５０を通して左締付力発生シート４４１Ｌの外側にでた締付力伝達ベルトの
左端部は、右第１連結カン４４６Ｒを通して右ループ部４５８Ｒを形成し、折り返した先
端部を左バイアステープＴＬの縫合部で縫合される。右ループ部４５８Ｒには、右第２連
結カン４４７Ｒが通されている。
【０１３１】
　右ベルト４４２Ｒと右締付力発生シート４４１Ｒとの縫合部には、左締付力調節ベルト
４５３Ｌの一端が縫合され、先端側が左第２連結カン４４７Ｌを通して右ベルト４４２Ｒ
の先端部側に向けて引っ張られる。同様に、左ベルト４４２Ｌと左締付力発生シート４４
１Ｌとの縫合部に一端が縫合された右締付力調節ベルト４５３Ｒは、先端側が右第２連結
カン４４７Ｒを通して左ベルト４４２Ｌの先端部側に向けて引っ張られる。左締付力調節
ベルト４５３Ｌと右締付力調節ベルト４５３Ｒの先端部の内側には面ファスナーのフック
部が設けられている。
【０１３２】
　上記した構成のコルセット４０３の装着は、第１実施形態のコルセット４と同様に装着
者が直立姿勢で左右のベルト４４２Ｌ、４４２Ｒを面ファスナーで腰の回りに固定する。
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次いで、右手で左締付力調節ベルト４５３Ｌを、左手で右締付力調節ベルト４５３Ｒを引
っ張ると、それぞれ左右の第２連結カン４４７Ｌ、４４７Ｒが引っ張られ、第１連結カン
４４６Ｌ、４４６Ｒを引っ張りながら締付力伝達ベルト４５８を両側から引張り、腰当部
４４０及び左右のベルト４４２Ｌ、４４２Ｒが装着者の腰周りに締めつかられた状態にな
る。
【０１３３】
　この装着状態で、装着者が前屈すると、第１作動体２３１及び第２作動体２３２に生じ
る曲げ力で締付力伝達ベルト４５８が外側に向けて押し出され、重なっている左右の締付
力調節シート４４４Ｌ、４４４Ｒも外側に向けて押し出される。したがって、第１作動体
２３１及び第２作動体２３２に生じる曲げ力により、締付力伝達ベルト４５８から加わる
締付力が左右の締付力発生シート４４２Ｌ、４４２Ｒに均等に加わり、さらに、左右の締
付力調節シート４４４Ｌ、４４４Ｒを介して個々に左右の締付力発生シート４４２Ｌ、４
４２Ｒにも加わる。
【０１３４】
　このため、装着者の前屈動作により第１作動体２３１及び第２作動体２３２の曲げ変形
で生じる曲げ力が効率よく締付力に変換され、少しの前屈動作でも腹圧の補助力を確実に
加えることができる。
【０１３５】
　〔変形例〕
　図１４は、第２実施形態の変形例を示す作動体ガイド部材５００の斜視図である。第２
実施形態において、締付力伝達ベルト４５８の内側に短尺の横長ベルト４５９の左右両端
部を縫い付けて形成した作動体ガイド部材である作動体通し孔４６０内に第１作動体４３
１と第２作動体４３２を通しているが、締付力伝達ベルト４５８に対し第１作動体４３１
と第２作動体４３２を個々に左右方向において拘束し、上端における両作動体４３１、４
３２の取り付け位置の変更にも対応できるようにするようにしてもよい。作動体ガイド部
材５００は、プラスチック樹脂等により扁平の十字形状に形成され、上下方向に第１作動
体４３１が貫通する上下開口５０１が形成され、左右方向に締付力伝達ベルト４５８が貫
通する左右開口５０２が形成されている。
【０１３６】
　作動体ガイド部材５００を使用すると、第１作動体４３１と第２作動体４３２に対する
保持面積が大きくなり、前屈動作時に第１作動体４３１と第２作動体４３２に加わる左右
方向の力を効率よく取り出して腹圧への補助力を増すことができる。
【０１３７】
　本実施形態によれば、第１実施形態の効果に加え、連結ベルトを不要とし、腰周りの膨
らみが少なくなり、装着していることが衣服の上から分かりづらくなった。また、締付力
伝達ベルト４５８により、装着者の僅かな前屈動作でも確実に腹圧補助力を発生させるこ
とができる。
【０１３８】
　また、第１作動体４３１、第２作動体４３２の作動体本体の本数を増減可能にしている
ので、作業内容、体調に合わせて最適な腹圧補助力を得ることができる。
【０１３９】
　さらに、左右のショルダーテープ４２３、４２４の取り付け位置を調節することで、第
１作動体４３１と第２作動体４３２の曲げ力の作用で肩甲骨が狭くなるように矯正され、
胸が拡がって呼吸が楽になる効果も得られる。
【符号の説明】
【０１４０】
１、４００…筋力補助装具、　２…オーバーオール、　２１、４２１…後身頃、　２２、
４２２…前身頃、　２３、２４…ショルダーベルト、　２５…チャック、　２６、４２６
…臀部、　２７…上部、　３、１０３、４０３…コルセット締付力調節具、　３１、１３
１、４３１…第１作動体、　３２、１３２、４３２…第２作動体、　３１Ａ、４３１Ａ…
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第１本体部、　３１Ｂ…第１伸縮部、　３２Ａ、４３２Ａ…第２本体部、　３２Ｂ…第２
伸縮部、　Ｓ１…上スナップボタン、　Ｓ２…第２スナップボタン、　３３…凹部、　３
４…凸部、　３５…凹部、　３６…凸部、　３７、４３７…ポケット部、　３８…ホルダ
ー、　ｄ…隙間、　１３３…長溝、　４、１０４、４０４…コルセット、　４０、４４０
…腰当部、　４１Ｒ、４４１Ｒ…右締付力発生シート、　４２Ｒ、４４２Ｒ…右ベルト、
　４１Ｌ、４４１Ｌ…左締付力発生シート、　４２Ｌ、４４２Ｌ…左ベルト、　４３、４
４２ｂ…面ファスナー、　４３Ａ…フック部、　４３Ｂ…起毛部、　４４Ｒ、１４４Ｒ、
４４４Ｒ…右締付力調節シート、　４４Ｌ、１４４Ｌ、４４４Ｌ…左締付力調節シート、
　４５Ｒ、４６Ｒ…右引張片、　４７Ｒ、４８Ｒ…右小判カン、　４５Ｌ、４６Ｌ…左引
張片、　４７Ｌ、４８Ｌ…左小判カン、　４９、５０…通し孔、　５１Ｒ…右連結ベルト
、　５２Ｒ…右連結カン、　５１Ｌ…左連結ベルト、　５２Ｌ…左連結カン、　５３Ｒ、
４５３Ｒ…右締付力調節ベルト、　５３Ｌ、４５３Ｌ…左締付力調節ベルト、　５４…長
さ調節バックル、　５４Ｒ…凹係合部、　５４Ｌ…凸係合部、　５５、４５５…袋状空間
、　５６Ｌ…左取り付けストラップ、　５６Ｒ…右取り付けストラップ、　５７Ｌ…左取
り付けカン、　５７Ｒ…右取り付けカン、　６１…ベスト、　Ｐ…装着者、　Ｐ１…上体
、　Ｐ２…腰部、　Ｐ３…臀部、　Ｐ４…出っ張った部分、　Ｌ…中心線、　ＳＬ…スリ
ット、　ＴＬ…左バイアステープ、　ＴＲ…右バイアステープ、４０２…ベスト、　４３
１Ｃ…第１袋体、４３２Ｃ…第２袋体、　４４５Ｌ…左中央引張片部、　４４５Ｒ…右中
央引張片部、　４４６Ｒ…右第１連結カン、　４４６Ｌ…左第１連結カン、　４４７Ｌ…
左第２連結カン、　４４７Ｒ…右第２連結カン、　４４９…右通し孔、　４５０…左通し
孔、　４５３Ｌ…左締付力調節ベルト、　４５３Ｒ…右締付力調節ベルト、　４５８…締
付力伝達ベルト、　４５８Ｌ…左ループ部、　４５８Ｒ…右ループ部、　４５９…横長ベ
ルト、　４５５…袋状空間、　４６０…作動体通し孔、　５００…作動体ガイド部材、　
４５９…横長ベルト、　４６０…作動体通し孔、　５０１…上下開口、　５０２…左右開
口
【図１】 【図２】
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